いわねば ならぬ。 実に 戦争 その物が 正義 人道 を 実現す 

る もので な いこと は 多言す るまで もない」 と 本 月の 『太 

陽』 で 述べられ たのが 光輝 を 放って 私の 眼に 映 じます。 

私 は 福 田 博士と 全く 同じ 考え を 戦争の 上に 持って おり 

ま ^9 

それなら、 性急に 軍備の 即時 撤廃 を 望む かとい うと、 

私 は それの 行われが たいこと を 予見し ます。 内政の た 

めでなくて、 今日の ように 国際の ために 設けられた 軍 

備は、 露西亜の レ ニン 一 派の 政府の ように 極端な 無抵 

抗 主義に 殉じ るの 愚 を 演じない 限り、 一 国 だけが 単独 

に 撤廃され る ものではありません。 それ は 列国の 合意 



ようと は 想像され ません。 我国の 参戦 程度 を 手 温し と 

する 英仏 は、 種々 の 註文 を 出して 日本 を 戦争の 災禍の 

中心に 引 入れたい ために、 独逸 勢力の 東漸 を 法外に 誇 

大す るで しょうが、 日本人 は それ を 軽信して はなら な 

いと 思います。 

西 比 利 亜 出兵 は 恐らく 独 軍と 接戦す る こと はないで 

しょうから、 殺人 行為 を繁 くす るに は 到らない でしよ 

うが、 無意義な 出兵の ために、 露 人 を 初め 米国から (後 

さ いぎ 

には英 仏から も) 日本の 領土 的 野心 を 猜疑され、 嫉視 

され、 その上 数年に わたって 撤兵す る ことが 出来ずに、 

戦費の ために 再び 莫大の 外債 を 負い、 戦後に わたって 



今に 幾 倍す る 国内の 生活難 を激 成す るなら ば、 積極的 

きたい 

自衛 策 どころ か、 かえって 国民 を 自滅の 危殆に 陥らし 

める 結果と なる でしよう。 

以上 は 紙数の 制限の ために 甚だ 簡略な 説明に なり ま 

したが、 この 理由から 私 は 出兵に 対して あくまでも 反 

対しようと 思って おります。 二 九 一八 年 三月) 

(『横 浜 貿易 新報』 一 九 一 八 年 三月 一 七日) 
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